
｢英語は将来、本当に役に立つのだろうか？｣――そん
な疑問を抱いている人もいるだろう。そこで、大学のサー
クルで英語劇に打ち込んだことが、その後の国際派とし
ての活躍につながった俳優の別所哲也さんに、英語が
人生にもたらしてくれた“プラス効果”について教えても
らった。 
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英語のおかげでライフワークが増えた  
　舞台に映画に、幅広く活躍中の俳優・別所哲也さん。英語が堪能なこ
とでも知られる。そんな別所さんに、今年２月、もうひとつの「顔」が加わった。
ショートフィルム専門の映画館「ブリリア ショートショート シアター」の運営
責任者だ。99年から年１回のペースで開催していた国際短編映画祭が、
今年で10周年を迎え、その記念事業として2月にオープンした。 
　「創る人の感性やものごとの捉え方が、エスプレッソコーヒーのように凝
縮されているのがショートフィルムならではの面白さです」 
　初めてショートフィルムを見たのは、1997年の秋。休暇で訪れたロサン
ゼルスで見て、「頭をガツーンとやられた」。ところが日本ではほとんど上映
されていない。「もったいない、映画祭をやったら面白いんじゃないか」。“映
画好き”の素直な思いが背中を押し、気づけば行動に移っていた。 
　まず知り合いの紹介や、紹介の紹介を頼りに作品を探し、ひたすら見た。
その数およそ200本。当然、字幕などない。作品貸出の交渉にあたっては
「こういうことをしたい、それにはこの作品が必要なんだ」と熱い思いを必
死で伝えた。 
 「最後の契約では、ものすごく緊張しました。そこで使われる英語は法律
など専門用語ばかりですし、アメリカは契約社会だからその効力たるやす
ごい。サインをするときは恐怖心すら覚えました」 
　苦労の末、実現した映画祭は大好評。年１回のペースで開催されるこ
とになり、上映作品も欧米、アジア、日本など世界に広がった。 
　英語のおかげで、ライフワークがまたひとつ増えた。 
 

英語を使って国際的活躍を夢見た学生時代  
　別所さんと英語との出会いは、子ども時代に遡る。 
「たとえば、アメリカのＳＦテレビドラマ『宇宙大作戦』（スタートレックの前身）
にハマったり、叔父さんが『もう聞かないから』とくれた英検１級の学習テ
ープに聞き入ったり。流れてくる英語は呪文のようで、ワクワクしました」 
　大学ではＥＳＳ（英語劇部）に入部。 
　「俳優になろうなどという気持ちは微塵もなくて、どちらかというと、商社
マンや外交官など、海外を飛び回る仕事に就きたかったんです。そのため
には英語を話せなければ話にならないだろう、と。とはいえ、高校まではバリ
バリの体育会系（バレーボール）で、図書館にこもって勉強するのは嫌だ
った。その点、英語劇なら腹筋やジョギング、発声もあって、からだを動かせ

言葉の向こうにある 
世界を知りたい。 
その思いが今につながっている 

俳優  
別所哲也さん 

別所哲也さん　T e t s u y a  B e s s h o  
1965年、静岡県生まれ。慶應義塾大学法学部法律学科卒業。
90年、日米合作映画「クライシス2050」でハリウッドデビュー。日米
映画俳優組合（SAG）会員となる。その後、映画・テレビ・舞台など、
幅広く活躍。99年より、日本発の短編映画祭「ショートショート フィ
ルムフェスティバル」を主宰。04年には米国アカデミー賞公認映画
祭に認定された。公式ファンサイト：www.t-voice.com
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It's unfortunate that secretaries are ------- given the thanks they deserve.
A）rarely　B）always　C）frequently　D）truly
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